
　町の産業文化祭にて住民を対象に、野菜摂取量増加の啓発として野菜料理の
ふるまい。親子や子ども達にジュースに含まれる砂糖の量をゲーム感覚で知ってもらう
などの健康増進食育コーナーを設置しました。

○実施日：１１月１９日(日）
○対象者：美郷町住民
○目的：健康に関心を持ってもらい、遊びながら学ぶことで、食に関する知識を身に

つけ地域や家庭に持ち帰って広めることを目的に行いました。
○内容：野菜料理ふるまい２００食
　　　　　・キャベツのコールスローサラダ
　　　　　・ほうれん草の柚子しめじ和え
　　　　　ジュースに含まれる砂糖の量を展示

１日のエネルギー必要量とご飯１食の目安量　など

【様式３】　　　　　　　　食育の日の取組
　　　　　　　　（毎月19日：４月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

宮崎県

取 組 市 町 村 名 美郷町

実　　施　　時　　期 平成２９年　１１月１９日(日）

取　　組　　内　　容

取 組 の 名 称 産業文化祭にて食育



本市は、「朝食」「偏食」「食事のマナー」の３つの視点を中心に食育に取り組んでいる。

１　栄養教諭との連携

（１）T.T（チームティーチング）で行う食の指導

各学校の実態に応じた内容で学級担任とT.Tで食の指導を実施。

（２）給食時間訪問

年に２回、栄養教諭と学校栄養職員が給食時間に訪問し、給食時間の児童生徒の

様子を見ながら、マナー指導を実施。

（３）家庭との連携

小学校１年生の保護者を対象に給食試食会を実施。栄養教諭も参加し、直接保護者

に朝食の重要性を説明していただき、朝食レシピ集を紹介。

２　委員会活動
（１）残食ゼロの取組

「何でも食べる子」を目標に掲げ、全校生徒に「残食ゼロを目指そう！」を呼びかけ、
毎月１９日に活動の一貫として残食調査を実施。

（２）食事のマナー改善の取組

各学級でマナーについての現状を話し合い、学級の課題に沿ったポスターを作成し、

呼びかけ。

（３）給食感謝集会の実施

児童生徒が主体となって、劇やスライドによる発表、感謝の手紙を書くことをとおして、

給食に関わる人々や食への感謝の心の育成を図る。

３　各種調査による実態把握
今後の指導や取組の在り方を見直すために、朝食摂取状況調査、給食喫食状況

調査、マナー意識アンケートを実施。

４　給食指導習慣

学級担任によるマナー指導後、マナーカードで各自の目標の達成状況を振り返らせ

ている。継続的な児童生徒の変容をみて、おたより等で家庭への周知を図る。

５　学級活動における指導

児童が食べ物に親しみをもち、「食べよう」「食べたい」と思う内容で学級担任が授業を

実施。授業後の「給食を残さない」ことを目標にしたがんばりカードを作成、活用。

６　弁当の日

児童生徒が自ら弁当を作る「弁当の日」を実施。また、小学校では長期休業中に

食事を作る「チャレンジクッキング」を実施。

７　地産地消の取組

JA西都の出前講座による、西都市の特産品を使った調理実習を実施。

８　西都市・西米良村学校保健大会

食育に関する次の内容で学校保健大会を開催。

・ 研究・活動発表

発表者　学校給食部会

研究発表題「発達段階における望ましい食習慣の定着を目指して」

・ 講演

講師　竹下　和男　氏

元　香川県綾歌郡綾川町立綾上中学校長

演題「弁当の日が学力を育てる」

取　　組　　内　　容

実　　施　　時　　期 毎月１９日（４月～１２月）

【様式３】　　　　　　　　食育の日の取組
　　　　　　　　（毎月19日：４月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

宮崎県

取 組 市 町 村 名 西都市

取 組 の 名 称 「発達段階における望ましい食習慣の定着を目指して」



取 組 内 容
 毎月発行している「広報みまた」に「いきいきげんき！」コーナーを設け、「大人も一
緒に食育　楽しく・賢く・きちんと食べる」をテーマに毎月町の栄養士が旬の食材を
使った健康バランス食の献立を紹介しています。また「毎月19日は食育の日」の標
語も毎月掲載しています。

（参考）2017.12月号

食育の日の取組実績
提 出 都 道 府 県 名 宮崎県
取 組 市 町 村 名 三股町
取 組 の 名 称 町広報誌における食育普及啓発
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